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日 時  ２０２２年５月２２日（日）１３：３０～ 

会 場  桐生市市民文化会館 国際会議室 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

ユ ネ ス コ 憲 章 （前 文） 
 

この憲章の当事国政府は、その国民に代わって次のとおり宣言する。 

 

戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中に平和のとりでを

築かなければならない。 

 

相互の風習と生活を知らないことは、人類の歴史を通じて世界の諸人民の間

に疑惑と不信を起こした共通の原因であり、この疑惑と不信のために、諸人民の

不一致があまりにもしばしば戦争となった。 

 

ここに終わりを告げた恐るべき大戦争は、人間の尊厳・平等・相互の尊重とい 

う民主主義の原理を否認し、これらの原理の代わりに、無知と偏見を通じて人間 

と人種の不平等という教義をひろめることによって可能にされた戦争であった。 

 

文化の広い普及と正義・自由・平和のための人類の教育とは、人間の尊厳に欠く 

ことのできないものであり、且つすべての国民が相互の援助及び相互の関心の精神 

をもって果たさなければならない神聖な義務である。 

 

政府の政治的及び経済的取極のみに基く平和は、世界の諸人民の、一致した、 

しかも永続する誠実な支持を確保できる平和ではない。よって、平和は、失われ 

ないためには、人類の知的及び精神的連帯の上に築かれなければならない。 

 

これらの理由によって、この憲章の当事国は、すべての人に教育の充分で平等な 

機会が与えられ、客観的真理が拘束を受けずに探求され、且つ、思想と知識が自 

由に交換されるべきことを信じて、その国民の間における伝達の方法を発展させ 

及び増加させること並びに相互に理解し及び相互の生活を一層真実に一層完全に 

知るためにこの伝達の方法を用いることに一致し及び決意している。 

 

その結果、当事国は、世界の諸人民の教育、科学及び文化上の関係を通じて、 

国際連合の設立の目的であり、且つその憲章が宣言している国際平和と人類の 

共通の福祉という目的を促進するために、ここに国際連合教育科学文化機関を 

創設する。 

                （国際連合教育科学文化機関憲章前文） 
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－ 次 第 － 

   

Ⅰ 総会           １３：３０～１４：３０ 

                ＜司 会＞桐生ユネスコ協会 丹羽 あゆみ 

１ 開会のことば           司 会 

２ ユネスコの歌斉唱 

３ あいさつ      

群馬県ユネスコ連絡協議会会長     樋口 克己 

桐生ユネスコ協会会長         田中 一枝 

桐生市長             荒木 恵司 様 

みどり市長            須藤 昭男 様 

４ 来賓紹介     桐生市教育長 小林 一弘様紹介      司 会 

５ 議長選出     ＊県ユ連会長が議長となる 

６ 議事  

（１）２０２１年度事業報告     県ユ連事務局長    松本千恵子 

（２）２０２１年度決算報告     県ユ連会計      徳井理恵子 

（３）２０２１年度会計監査報告   県ユ連監事      新井 正雄 

（４）役員改選          

  ①推薦委員会報告    推薦委員長    山﨑 貞幸 

  ②役員承認                                         

  ③旧役員退任挨拶、新役員就任挨拶        ＊議長交代 

（５）２０２２年度活動方針（案）  県ユ連会長    岸  正博 

（６）２０２２年度事業計画（案）  県ユ連事務局長    依田 治雄 

（７）２０２２年度予算（案）    県ユ連会計    貫井真由美 

（８）その他          

７ 議長退任          

８ 閉会のことば   前県ユ連副会長(桐生ユ協名誉会長）   北川紘一郎 

＊ 諸連絡              司 会 

Ⅱ アトラクション     １４：４０～１５：１０ 

（１）演奏者紹介            司 会 

（２）公  演   金子勇人氏による電子オルガン演奏 

（３）謝  辞   桐生ユネスコ協会会長         田中 一枝 

 

 

 

 

 

 

【演奏者プロフィール】 

群馬県みどり市出身。14 歳から電子オルガンの練習を開始しわずか１年で全

国優勝を果たし、大学時代にはローランドオルガンコンクール及びカワイ音

楽コンクール全国大会で 1 位になる。その後指導者、コンクール審査員とし

て活躍し、現在は音楽制作、教育事業、金融教育事業等を営む株式会社イン

プライズ代表取締役を務めている。（桐生ユネスコ協会会員） 
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２０２１年度 事 業 報 告 

 事 業 名 期  日 会  場 備  考 

県
ユ
連
主
催
事
業 

定期総会 5月 22日（土） 

対面中止 

桐生市市民文化会館 

 

コロナ禍により対面会議を避

け書面議決（事業報告・決算報

告・監査報告・事業計画(案)・

予算（案）等） 

運営研修会兼 

事務局員研修会 

11月 27日(土) 

 

館林城沼公民館 ①研究協議 

②講演会：『シビックプライ

ド！日本遺産「里沼」講座』 

研修視察 7 月 3 日(土) 中之条ツィンプラザ

交流ホール 

①講話：『南北朝時代の吾妻と

青山氏～闘茶の伝承～』 

②白久保のお茶講体験 

海外青年交歓研修会 中止  コロナ禍より計画段階で中止 

広報誌「ユネスコ群馬」 

第８０号刊行 

第８１号刊行 

発行日 

 7 月１日（木） 

1月 12日（水） 

 ＜県ユ連広報委員会担当＞ 

 県ユ連事務局員が編集 

（会員全員及び関係者に配布） 

委
員
会
事
業 

ユネスコスクール研修会 1月 27日（木） 藤岡市総合学習セン

ター（会長現地参加） 

残りの全参加者はオ

ンラインにて参加 

＜ﾕﾈｽｺｽｸｰﾙ委員会担当＞ 

①講演：『ESD/ﾕﾈｽｺｽｸｰﾙの新た

な潮流・・・』 

②ユネスコスクール活動報告 

高崎市立六郷小、藤岡市立北中 

世界遺産研修会 2月 26日(土) 

中止 

伊勢崎市 

境島村公民館 

①講演『島村は利根川の賜物』 

 講師：田島達行氏 

②見学・散策 

補
助
事
業 

国際理解バス 中止 

 

 代替事業を行ったユ協あり 

※P８を参照 

文化活動補助 

―絵画等作品展の補助― 

ユ協毎に実施 ユ協毎に実施  

※P８を参照 

県
ユ
連
の
会
議 

理事会 

 

年間６回 

（隔月開催） 

高崎市中央公民館 

前橋プラザ元気 21 

コロナ感染警戒度４ 

警戒度３以下 

役員会議 中止  コロナ禍により中止 

日ユ協連定時総会 6月 12日(土） 東京・大手町 来場を制限して対面開催 

日
ユ
協
連
等 

日本ユネスコ運動全国大会 12月 5日（日） 大阪府堺市 

桃山学院教育大学 

エレノアホール 

近畿ブロックは会場参加 

その他はオンライン参加 

関東ブロックユネスコ活動 

研究会ｉn 栃木 

10月 2日(土) 栃木県足利市 

 

オンライン開催 

前橋ユネスコ協会 第２分科

会で発表 

日ユ協連評議員会に出席 11/27 

1/29 

 書面開催 

オンライン開催 

世界寺子屋運動実践 

（日ユ協連と連携協力） 

通年  県内各ユ協が「書きそんじハガ

キ回収キャンペーン」を推進 

そ
の
他 

東日本大震災子ども支援募金 

（日ユ協連と連携協力） 

通年  県内各ユ協が募金を継続、震災

被害者に就学支援 
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２０２１年度    補 助 事 業 実 績 報 告 書 

事 業 名 

（主 管） 

群馬県ユネスコ連絡協議会定期総会  ＊中止し、書面議決とした。 

（主管）桐生ユネスコ協会 

 

 

趣旨・目的 

 

 

 群馬県ユネスコ連絡協議会会則第９条は「総会は各協会会員の出席によって

開催し、次の事項を審議し議決する。」と謳っている。 

 総会開催の目的は前年度事業報告・決算報告・監査報告、本年度活動方針・

事業計画・予算の承認を得ることである。 

 しかし、新型コロナウイルス感染症が蔓延している中で、さらなる感染拡大

を防止する観点から開催を中止し、書面表決により議決することとした。 

日   時 ２０２１年５月２２日（日）１３：３０～（中止） 

場   所 桐生市市民文化会館 国際会議室 

参加対象及び 

表決参加者 

＜参加対象＞ 県内のユネスコ会員、国際ソロプチミスト前橋会員及び県内の

ユネスコ関係者 

＜書面表決参加者数＞ ３６名 

  ＊この３６名の皆さんは、事前に総会に参加する旨、申し出た人で、その

方々に書面表決に参加していただいた。 

 

事業内容 

・方法 

○前年度事業報告・決算報告・監査報告の審議と承認 

○関ブロ群馬大会決算報告並びに監査報告についての承認 

○本年度活動方針（案）・事業計画（案）・予算（案）の審議と承認 

 

期待される 

事業の効果 

○前年度の県ユ連の活動を総括することができた。 

○関ブロ群馬大会は中止であったが取組みの評価はできた。 

○本年度の県ユ連の活動の基本方針及び活動方針が承認された。 

○本年度の事業計画が承認されたことにより、会員への県ユ連の事業への参加

への意欲化が図れたように思われる。 

○本年度予算案が承認された。 

その他 

定期総会の議案ごとの表決は、以下の通りであった。 

２０２０年度事業報告          賛成２０  反対０    一任１６ 

２０２０年度決算報告並びに監査報告   賛成２０  反対０  一任１６ 

関ブロ群馬大会(中止）事業報告      賛成２０  反対０  一任１６ 

関ブロ群馬大会決算並びに監査報告    賛成２０  反対０  一任１６ 

２０２１年度活動方針(案）・事業計画(案)  賛成２０  反対０  一任１６ 

２０２１年度予算(案)           賛成２０  反対０  一任１６ 

 よって、全ての議案が承認されたと議決した。 
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２０２１年度    補 助 事 業 実 績 報 告 書 

事  業  名 令和３年度群馬県ユネスコ連絡協議会研修視察IN中之条 

～白久保のお茶講体験～ 

趣 旨・目 的 

 

日本ユネスコ協会連盟は、１００年後の子ども達に地域の文化・自然遺産を伝

えるため未来遺産運動を推進してきた。本研修視察は、中之条の歴史文化を伝

え、郷土の貴重な遺産の保護・保全のあり方を探り、各ユ協の活動の更なる活

性化を図るとともに、県内会員相互の親睦を深めることを目的とする。 

日    時 ２０２１年（令和３）７月３日（土） １４：００～１６：４０ 

会    場 中之条町ツインプラザ 交流ホール 

参加対象 

・参加者数 

 

主 催 群馬県ユネスコ連絡協議会 

主 管 中之条ユネスコ協会 

協 力 白久保お茶講保存会 

参加者 県内各ユ協会員、事務局員、白久保お茶講保存会委員等 

合計４２人 

事業内容 

・方法 

 

（１）開会行事 

①開会の言葉 中之条ユネスコ協会副会長       剣持 千秋 

②あいさつ  県ユ連会長              樋口 克己 

③来賓祝辞 中之条町長             伊能 正夫 様 

         中之条町議会議長          山本 隆雄 様 

         中之条町教育委員会教育長      宮﨑  一 様 

④講師紹介 

⑤日程説明 

（２）講 話：  

講 師：中之条町歴史と民俗の博物館ミュゼ館長  山口 道喜 氏 

テーマ：「南北朝時代の吾妻と青山氏 ～闘茶の伝承～ 」 

（３）お茶講体験 

講 師：白久保お茶講保存会会長         町田  茂 氏 

（４）閉会行事 

あいさつ   中之条ユネスコ協会会長        嶌村 真也 

閉会のことば 中之条ユネスコ協会副会長       剣持 千秋 

期待される 

事業の効果 

 

中之条町歴史と民俗の博物館ミュゼ  山口館長の講話は、南北朝時代に中之条

へ闘茶を伝えたという青山家との関連と共に、「白久保お茶講」の歴史につい

てであった。国指定重要無形文化財「白久保のお茶講」の実体験と共に次世代

に継承されるべきものとして県内ユネスコ会員に周知できた。 

その他  
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２０２１年度    補 助 事 業 実 績 報 告 書 

事  業  名 運営研修会兼事務局員研修会ＩＮ舘林 

趣 旨・目 的 

 

ユネスコ活動の課題等を情報交換することにより活動の充実を図る目的で開

催する。持続可能な社会を作るために、地域の将来の担い手を育てる地域学

習が重視されてきており、いくつかのユネスコ協会が取り組んでいる「絵で

伝えよう 私の町のたからもの絵画展」など、地域学習を進めていくアイデ

ィアについて考える。 

日    時 ２０２１年（令和３）１１月２７日（土） １０:００～１４:００ 

会    場 館林市城沼公民館 及び つつじ映像学習館 

参加対象 

・参加者数 

 

主 催 群馬県ユネスコ連絡協議会 

主 管 舘林ユネスコ協会 

後 援 館林教育委員会 

参加者 県内各ユ協会員、事務局員、          合計３２人 

事業内容 

・方法 

 

（１）開会行事 

①ユネスコの歌 

②開会のことば  県ユ連副会長          岸  正博 

③あいさつ    県ユ連会長           樋口 克己 

④来賓祝辞    館林教育委員会教育長    小野  定 様 

   ⑤日程説明 

（２）研究協議  

「わたしの町のたからもの」について 

（３）講演会 

  ①講師紹介 

  ②講 演 

＜講 師＞舘林教育委員会文化振興課 

市史編さんセンター所長      岡屋 紀子 氏 

    ＜演 題＞シビックプライド！ 日本遺産「里沼」講座 

   ③質疑応答 

   ④謝 辞      館林ユ協会会長        大野 泰弘 

（４）閉会行事 

閉会のことば   舘林ユ協会会長        大野 泰弘  

 （５）昼 食 

（６）つつじ映像学習館（自由参加） 

期待される 

事業の効果 

 

研究協議：「わたしの町のたからもの」について、事前に回答いただいたアン

ケートをもとに発表していただき、各ユ協の取り組みや考えを共有しました

。各ユ協は、地域の「たからもの」を守り続け、地域学習を行っていることが

わかり、今後、地域学習を行うためにも、有意義な時間となりました。 

講演会：市史編さんセンターの岡屋先生から、日本遺産「里沼」についてご講

演いただきました。館林市の「たからもの」である里沼について、市外の方に

も知っていただく機会となり、改めて自分の町の「たからもの」を考えること

が出来る時間となりました。 

その他  
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２０２１年度    補 助 事 業 実 績 報 告 書 

事  業  名 第7回 群馬県ユネスコスクール研修会 

（ユネスコスクール委員会・藤岡地方ユネスコ協会） 

趣 旨・目 的 

 

ESD/SDGs、ユネスコスクールの理解と実践の質的向上、並びに活動の推進

を図る。 

日    時 ２０２２年１月２７日（木） １３：３０～１６：３０ 

会    場 藤岡市総合学習センター 教育庁舎第2第3会議室（藤岡市藤岡1485） 

参加対象 

・参加者数 

 

ユネスコ協会会員、学校教職員、教育委員会関係職員、一般  

参加者計83名。[内訳] 小中高教員42名（校長・教頭32名、教諭10名）、  

教委関係職員5名、ユ協会員34名（9ユ協）、一般（大学生）2名 

事業内容 

・方法 

 

１ 受付                               13：00～13：30       

２ 開会行事                13：30～13：40  

○ 主催あいさつ                           

         群馬県ユネスコ連絡協議会会長              樋口 克己 

            同  ユネスコスクール委員会委員長       岸  正博 

 ○ 来賓あいさつ 

       藤岡市長                  新井 雅博 様 

３ 講演                    13：40～14：40 

演題：「ESD/ユネスコスクールの新たな潮流 

～SDGs の達成に資する ESD for 2030～」 

講師：東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センター主幹研

究員。日本ユネスコ協会連盟理事。地球環境学博士（京都大

学）                                      及川 幸彦 氏 

 

          （休憩）              14：40～14：50 

 

４ ユネスコスクール活動報告・現状と課題   14：50～15：20 

○「自然、人、社会とつながろう、かかわろう、そして広めよう 

～未来の笑顔のために。目指せ SDGs!～」             

高崎市立六郷小学校校長       大山 知久 様 

○「生徒発！北中 SDGs 宣言 ～未来に生きる力を育む新たな挑戦～」 

藤岡市立北中学校校長        山田 雅彦 様 

５ 質疑・協議(Ⅰ部Ⅱ部を通して）           15：20～16：30 

コーデイネーター    藤岡地方ユ協副会長          新井 秀一 

同  会長          岸  正博              

６ 閉  会                             16：30 

  閉会のことば     藤岡地方ユ協副会長           西澤 恭順 

期待される 

事業の効果 

 

・各校での教科等横断的な視点による単元配列表の作成、ESDカリキュラム

のストーリー化と構造化。     

・県内ユネスコスクールのネットワーク化の推進。学校教育と社会教育の連

携・協働。       

その他 新型コロナウイルス感染予防のため、Zoomによるオンラインでの実施 
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２０２１年度   社 会 教 育 関 係 団 体 事 業 費 補 助 事 業 実 績 報 告 

 

事 業 名 広報誌「ユネスコ群馬」第８０号、第８１号の発行配布事業 

趣 旨 ・ 目 的 

県内各ユネスコ協会の活動、また各郷土文化等を広報誌「ユネスコ群馬」

に掲載・発行・配布することにより、その理念の県内への普及に努め、こ

れによってユネスコ活動の振興を図った。 

群馬県ユネスコ連絡協議会では各ユ協が連携協力しながら様々な活動を

行っている。「ユネスコ群馬」の発行によって、県下にそのユネスコ活動

への啓蒙活動を行うことを目的とする。 

日 時 
２０２１年（令和３）７月  １日 

２０２２年（令和４）１月１２日    ２回発行 

場 所 県ユ連広報委員会 

対 象 
県下１２ユ協・全会員・協力諸団体、関係機関等に配布 

対象者・団体等の数 約２，０００ 

 

 

事業内容 

・方法 

 

 

発行部数  「ユネスコ群馬」８０号、８１号   各２，２００部 

配布先   県下全会員、県内外の関係機関及び協力団体 

事業内容  「ユネスコ群馬」を年２回編集発行した。２０２１年７月１

日に８０号、２０２２年１月１２日に８１号を発行した。前者は書面総会

の内容と対面及びリモートで開催したユネスコスクール研修会について

伝え、後者は群馬県ユ連主催事業である中之条で行われた研修視察と館林

で行われた運営研修会兼事務局員研修会、また初めてリモートで開催され

た関ブロ・ユネスコ活動研究会in栃木大会を総括、１２ユ協・ソロプチ前

橋のコロナ禍における活動状況を報告、更に安中碓氷ユネスコ協会の活動

をSDGｓ特集記事として広報した。 

 

期待される 

事業の効果 

 

県内１２ユネスコ協会と国際ソロプチミスト前橋また県ユ連や日ユ協連

などの情報を共有することができた。 

昨年に続きコロナ禍において県ユ連も書面総会となったが、県内各ユ協

も対面の総会はほぼ中止となった。他事業の活動についても状況に応じて

ユ協ごとに事業の中止・代替事業の実施・さらに対面にオンラインを取り

入れた事業開催の可能性など他ユ協の情報を「ユネスコ群馬」から知り、

来年度からの活動に生かすことが期待される。 

その他  

特記事項 
特になし 
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２０２１年度 各ユ協総会書面議決（桐生、前橋を除く） 

ユ協名 期  日 ユ協名 期  日 

  桐生ユ協 対面４月２８日（水）   沼田ユ協     ６月８日（水） 

  太田ユ協    ５月１８日（火）   館林ユ協     ５月２５日（月） 

  前橋ユ協 対面５月１５日（土）   安中碓氷ユ協     ５月１２日（水） 

  伊勢崎ユ協    ５月２０日（木）   藤岡地方ユ協    ５月１２日（水） 

  高崎ユ協    ５月１６日（日）   中之条ユ協 ５月１１日（火） 

  富岡ユ協    ６月 ６日（土）  大泉ユ協     ５月１６日（日） 

 

     文化活動補助事業    

 

２０２1 年度 国際理解バス 

ユ協名 期 日 摘       要 

 館 林 ユ 協 中止  

 藤岡地方ユ協 中止 

代替行事 

8/6 JICAとのオンライン研修会、並びに、各中学

校リーダーによるSDGｓ実践の情報交換 

 前 橋 ユ 協 中止  

 太 田 ユ 協 中止  

 大 泉 ユ 協 中止 

代替行事 

8/20 JICAのパンフレットを町内中学校2年生各クラ

スと図書室に配布 

 沼 田 ユ 協 中止  

 富 岡 ユ 協 中止  

 高 崎 ユ 協 中止 
代替行事 

10/30 国際理解展示会開催 

 

２０２１年度 作品展等 

ユ協名 期   日 事 業 内 容 

 太田ユ協 11月20日(土)～11月24日(水) 第54回入賞者に賞状を配付 

 前橋ユ協 9月19日(月)～ 9月26日(月) 児童画展開催、表彰式は行っていない 

 伊勢崎ユ協 8月17日(火)～ 8月20日(金) 中止 

 高崎ユ協 10月22日(金)～10月27日(水) 
児童画展開催、表彰式は行わず、学校

を通じて入賞者に賞状・記念品配付 

大泉ユ協 1月20日(木)～ 1月23日(日) 世界遺産写真展（中止） 
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令和４年４月１３日 

群馬県ユネスコ連絡協議会会長 

樋 口 克 己 様  

役員推薦委員会委員長  

山 﨑 貞 幸   

 

令和４年度 群馬県ユネスコ連絡協議会本部役員推薦について 

標記の件につきまして、下記のように推薦いたします。 

 

令和４、５年度（２０２２、２０２３年度） 本部役員案 

役職 氏名 所属ユ協 備考 

会 長 岸 正博 藤岡地方  

副会長 中村利光 太 田  

副会長 設楽孝吉 伊勢崎  

副会長 串田昭光 高 崎  

副会長 田中一枝 桐 生  

監 事 矢野 薫 安中碓氷  

監 事 矢島俊夫 前 橋  
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2022 年度 活動方針（案） 

１ 活動テーマ                                                                                                    

広げよう 平和の心 

－持続可能な社会の実現を目指す民間ユネスコ活動－ 

２ 趣旨 

ユネスコ憲章前文には、「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の

中に平和のとりでを築かなければならない。・・よって平和は、失われないためには、

人類の知的及び精神的連帯の上に築かなければならない」とある。21 世紀は激動する

国際社会であり、真の世界平和が実現するとはいえない状況にある中、改めてユネス

コの理念の崇高さと使命の大切さを痛感する。 

日本ユネスコ国内委員会は、ユネスコ創設 70 周年の提言として、新しい時代の国際

社会における知的リーダーとしての役割、持続可能な社会の実現への貢献、多様性を

尊重する社会の実現への貢献を提言している。               

そこで、2022 年度の県ユ連活動方針として、次の 3 点をあげる。 

(1) 教育、科学、文化、情報・コミュニケーションを通じた平和な世界への貢献  

ユネスコ精神を普及し、平和の活動の輪を広める。 

(2) ESD/SDGs の推進 

SDGs 全ての目標達成に貢献する持続可能な開発のための教育（ESD）を推進する。 

(3) 文化多様性の保護･促進 

文化遺産・自然遺産・未来遺産等にかかわる情報発信や保護･保全の活動を推進する。 

 

グローバリズムが存在価値を問われ、国際社会、地域社会の連帯の危機の中、私た

ちは地域で何をなすべきか、何が期待されているのか、これからの民間ユネスコ活動

の役割は何かを課題意識とし、活動を進めていくこととする。  
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2022 年度 群馬県ユネスコ連絡協議会 事業計画（案） 

 事  業  名 期 日 会  場 備   考 

県
ユ
連
主
催
事
業 

定期総会 5 月 22 日（日） 桐生市市民文化会館 ＜桐生ユ協主管＞事業・決算報告、事

業計画（案）予算（案）等審議 

運営研修会兼事務局員研修会 11月 5日(土) 土屋文明記念文学館 ＜高崎ユネスコ協会主管＞ 

研修視察 中止   

海外青年交歓研修会 9 月 17 日(土) 太田市社会教育総合ｾﾝﾀｰ ＜太田ユネスコ協会主管＞ 

広報誌「ユネスコ群馬」 

第８２・８３号刊行   

発行 ７月 

１月 

 ＜県ユ連編集委員会担当＞年２回 

発行（会員全員及び関係者に配布） 

専
門 

ユネスコスクール研修会 未定 藤岡市総合学習ｾﾝﾀｰ ＜ユネスコスクール委員会担当＞  

世界遺産研修会 10 月 1 日(土) 伊勢崎市境島村公民館 ＜伊勢崎ユネスコ協会主管＞ 

補
助
事
業 

国際理解バス ８月中に県内の 

ユ協が実施予定 

訪問先は東京又は筑波 

JICＡや都内大使館等 

＊国際理解・国際交流を図るため、各

ユ協が児童・生徒対象に実施 

文化活動補助 

―絵画等作品展の補助― 

県内４ユ協が 

ユ協毎に実施 

各ユ協が会場を設定 ＊児童・生徒の絵画等の作品の展示会

を単位ユ協が行う。 

会
議 

理事会 

 

年間６回 

（隔月開催） 

藤岡公民館 コロナ感染状況により会場の変更あ

り 

役員会議 適宜開催 藤岡市総合学習ｾﾝﾀｰ ＊本部役員と事務局員参加 

日
ュ
協
連
等 

日ユ協連定時総会 6 月 25 日（土） 東京・大手町  

日本ユネスコ運動全国大会 11 月 26 日(土) 千葉県木更津市 会場：かずさアカデミア・パーク 

関ブロ大会 同     同       同    

平和の鐘を鳴らそう！ 7 月～8 月 全国各地キャンペーン 民間ユネスコ運動の日（7/14） 

日ユ協連評議員会に出席 年間２回開催 東京・大手町 本県の評議員が出席予定 

そ
の
他 

世界寺子屋運動実践 

（日ユ協連と連携協力） 

通年  県内各ユ協が「書きそんじハガキ等回

収キャンペーン」を推進 

東日本大震災子ども支援 

募金（日ユ協連と連携協力） 

通年  県内各ユ協が募金を継続、震災被災者

への就学支援 

  ※ 沼田ユ協 創立 50 周年記念事業  2022 年 10 月 15 日（土） 

2022 年度 各ユ協総会開催期日 

桐 生 ユ 協 4 月 16 日（土） 高 崎 ユ 協 5 月 15 日（日） 安中碓氷ユ協 5 月 20 日（金） 

太 田 ユ 協 5 月 13 日（金） 富 岡 ユ 協 6 月 3 日（金） 藤岡地方ユ協 5 月 12 日（木） 

前 橋 ユ 協 5 月 14 日（土） 沼 田 ユ 協 6 月 3 日（金） 中之条ユ協 5 月 17 日（火） 

伊勢崎ユ協 5 月 19 日（木） 館 林 ユ 協 4 月 28 日（木） 大 泉 ユ 協 5 月 14 日（土） 

2022 年度 国際理解バス実施予定 

太 田 ユ 協 8 月 26 日（金）検討中 沼 田 ユ 協 8 月 つくば JICA つくば JAXA 

前 橋 ユ 協 中止 館 林 ユ 協 7 月下旬平日 埼玉県立自然の博物館、川の博物館 

高 崎 ユ 協 8 月 7 日（日）（代替）国際理解展示会 藤岡地方ユ協 8 月 4 日（木）JICA 地球ひろば 

富 岡 ユ 協 8 月末  大 泉 ユ 協 未定 

2022 年度 各ユ協作品展開催予定 

太 田 ユ 協 11 月 18 日（金）～11 月 22 日（火） 伊勢崎ユ協   8 月 16 日（火）～ 8 月 19 日（金） 

前 橋 ユ 協 9 月 下 旬  ～10 月 上 旬 高 崎 ユ 協  10 月 21 日（金）～10 月 26 日（水） 

安 中 ユ 協 11 月 10 日（木）～11 月 13 日（日） 大 泉 ユ 協  未定 
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2022 年度 群馬県ユネスコ連絡協議会 予算(案) 

１ 収入                                                

項 目 
 ２０２１年度 

 予算（円） 

 ２０２２年度 

 予算（円） 
摘        要 

繰 越 金 ５６，１１１ ５４，２１３ 前年度繰越金 

会  費   ４９０，０００ ４９０，０００ 会費     ４９０，０００円 

  （４０，０００円×１２ユ協＋１０，０００円 

国際ソロプチミスト前橋） 

事 業 収 入 ３９０，０００   ３９０，０００ 
事業費    ２４０，０００円（20,000 円×12 ユ協) 

名刺交換代 １５０，０００円（2,000 円×75 人） 

補 助 金 ７０，０００    ７０，０００ 群馬県教育委員会補助金 

雑 収 入 ２０ ２０       普通預金利子 

合  計 １，００６，１３１ １，００４，２３３  

２ 支出                                              

項          目 
 ２０２１年度 

 予算（円） 

 ２０２２年度 

 予算（円） 
摘        要 

会 議 費    ３０，０００    ３０，０００ 理事会等会議費 

旅 費    ６０，０００    ６０，０００ 各種旅費 

通 信 費    ３０，０００    ３０，０００ 切手等通信費 

印 刷 費   ２６０，０００  ２６０，０００ ＜内訳＞     各種印刷経費   １０，０００円 

広報「ユネスコ群馬」年 2 回発行 ２５０，０００円 

消 耗 品 費    ３５，０００    ３５，０００ 事務用品等消耗品費 

事 業 費   ４３６，０００   ４４６，０００  

 

事 

 

業 

 

費 

 

内 

 

訳 

単 ユ 協 助 成   １５６，０００   １５６，０００ １３，０００円×１２ユ協 

県 ユ 連 総 会    ３０，０００    ３０，０００ 桐生ユネスコ協会 

運 営 研 修    ５０，０００ ５０，０００ 高崎ユネスコ協会 

海外青年交歓研修  ０ ５０，０００ 太田ユネスコ協会    

研 修 視 察    ５０，０００ ０ 中止     

世 界 遺 産 委 員 会    ３０，０００    ３０，０００ 伊勢崎ユネスコ協会      

ﾕﾈｽｺｽｸｰﾙ委員会    ５０，０００    ５０，０００ 藤岡地方ユネスコ協会 

国際理解バ ス    １６，０００    １４，０００ ２，０００円×７ユ協（館林、大泉、藤岡地方、 

沼田、太田、富岡、高崎） 

HP 維持管理費    ３０，０００    ３０，０００  

文化活動補助費 ２４，０００ ３６，０００ ６，０００円×６ユ協（伊勢崎、前橋、太田、高崎、 

安中、大泉） 

構 成 員 負 担 金     ６，６００     ６，６００ ＜内訳＞県教育振興会会費      ３，０００円 

日ユ協連会費          ３，６００円 

積 立 金   １００，０００ １００，０００ 

    

＜内訳＞関ブロ積立金           ５０，０００円 

   創立６０周年記念事業積立金 ５０，０００円 

慶 弔 費    ２０，０００    ２０，０００  

予 備 費    ２８，５３１   １６，６３３  

合 計 １，００６，１３１ １，００４，２３３  
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2022(令和４)年度 県ユ連事業のホストユ協 

年 度 定期総会 特記事項 国際理解ﾊﾞｽ 海外青年 運営研修 研修視察 国際理解 関ブロ大会 世界遺産 

1987(昭62) 館 林  富 岡 ｱｾｱﾝ教員 桐 生  中之条 東京都     

８８(昭63) 高 崎 関ブロ群馬   沼 田  前 橋 群馬(中之条)  

８９(平 1) 前 橋   富 岡   桐 生 神奈川(横浜)  

９０(平 2) 大間々  藤岡地方 新 田 渋 川  太 田 茨城(筑波)   

９１(平 3) 高 崎 関ブロ群馬   沼 田  前 橋 群馬(中之条)  

９２(平 4) 新 田  藤岡地方 太 田 桐 生  高 崎 群馬(富岡)   

９３(平 5) 富 岡  渋 川 高 崎 伊勢崎  前 橋 栃木(足利)   

９４(平 6) 太 田  新 田 前 橋 中之条  渋 川 東京都     

９５(平 7) 伊勢崎  県内9ユ協 太田大泉 沼 田 藤岡地方 新 田 千葉(市原)   

９６(平 8) 高 崎 関ブロ群馬 県内11ユ協 桐 生   新 田 群馬(富岡)   

９７(平 9) 新 田  県内10ユ協 館 林 前 橋  富 岡 栃木(足利)   

９８(平10) 大 泉 県ユ30周年 県内11ユ協 安中碓氷 中之条  富 岡 東京都     

９９(平11) 藤岡地方  県内10ユ協 大 泉 渋 川 桐 生 伊勢崎 千葉(市原)   

2000(平12) 富 岡  県内ユ協 太 田 沼 田 大間々 太 田 茨城(土浦)   

０１(平13) 渋 川  県内ユ協 新 田 高 崎 館 林  埼玉(寄居地方)  

０２(平14) 安中碓氷 関ブロ群馬 県内ユ協 太 田    群馬(沼田)   

０３(平15) 中之条  県内ユ協 伊勢崎 高 崎 富 岡  栃木(日光)   

０４(平16) 大間々  県内ユ協 前 橋 太 田 藤岡地方  東京都(小平)  

０５(平17) 高 崎  県内ユ協 大 泉 館 林 富 岡  茨城(ひたちなか)  

０６(平18) 前 橋  県内ユ協 安 中 沼 田 桐 生  埼玉(大宮)  委員会設立 

０７(平19) 伊勢崎 県ユ40周年 県内ユ協  太 田   千葉(柏)   スタディ

ツアー 

実施 

 

０８(平20) 安中碓氷 関ブロ群馬 県内ユ協  大 泉   群馬(高崎)  

０９(平21) 太 田  県内ユ協 ｿﾛﾌﾟﾁ前橋 安 中 伊勢崎  栃木(足利)  

１０(平22) 桐 生  県内ユ協 高 崎 富 岡 沼 田  東京都(目黒) 桐 生 

１１(平23) 藤岡地方  県内ユ協 太 田 安中碓氷 館 林  千葉     高 崎 

１２(平24) 前 橋  県内ユ協 大 泉 高 崎 富 岡 
ユネスコ

スクール 

研修会 

茨城(つくば) 伊勢崎 

１３(平25) 中之条  県内ユ協 伊勢崎 沼 田 藤岡地方 埼玉(越谷)  安中碓氷 

１４(平26) 太 田 関ブロ群馬 県内ユ協 ＊中止 ＊中止 ＊中止 群馬(高崎)   

１５(平27) 館 林  県内ユ協 安中碓氷 桐 生 前 橋 藤岡地方 栃木(佐野)   

１６(平28) 太 田  県内ユ協 藤岡地方  高 崎 藤岡地方 東京都(渋谷)  

１７(平29) 沼 田 県ユ50周年 県内ユ協 ＊中止 ＊中止 ＊中止 藤岡地方 千葉(市川）  

１８(平30) 大 泉  県内ユ協 伊勢崎 沼 田 館 林 藤岡地方 茨城(水戸） 高 崎 

１９(令１) 高 崎  県内ユ協 前 橋 太 田 安中碓氷 藤岡地方 埼玉(蓮田） 富 岡 

２０(令２) ＊中止 関ブロ中止 ＊中止 ＊中止 ＊中止 ＊中止 藤岡地方 群馬(高崎中止) ＊中止 

２１(令３) ＊中止  県内ユ協 ＊中止 館 林 中之条 藤岡地方 栃木(足利）  ＊中止 

２２(令４) 桐 生  県内ユ協 太 田 高 崎 ＊中止 藤岡地方 千葉（木更津） 伊勢崎 

＜備 考＞ ○2022 年 11 月 26 日（土）関ブロ大会は全国大会も兼ねる（千葉・木更津） 
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群馬県ユネスコ連絡協議会会員一覧表（設立順） 

 

群馬県ユネスコ連絡協議会   １９６７年（昭和４２）３月４日 設立 

 

    

 

単位ユネスコ協会名 設 立 年 月 日 備 考 

桐生ユネスコ協会 １９４８年（昭和２３）１２月 ３日  

太田ユネスコ協会 １９６７年（昭和４２） ２月１６日  

前橋ユネスコ協会 １９６７年（昭和４２） ３月 ２日  

伊勢崎ユネスコ協会 １９６７年（昭和４２）１１月１１日  

高崎ユネスコ協会 １９６９年（昭和４４）１１月２４日  

富岡ユネスコ協会 １９７１年（昭和４６） ３月１３日  

沼田ユネスコ協会 １９７１年（昭和４６） ３月２８日  

館林ユネスコ協会 １９７２年（昭和４７） ５月２０日  

安中碓氷ユネスコ協会 １９７６年（昭和５１） ３月２２日  

藤岡地方ユネスコ協会 １９７７年（昭和５２） ７月１６日  

中之条ユネスコ協会 １９７９年（昭和５４）１１月１１日  

大泉ユネスコ協会 １９９４年（平成 ６） ９月 ３日  

国際ソロプチミスト前橋 １９７６年（昭和５１）１２月 ９日  



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群 馬 県 ユ ネ ス コ 連 絡 協 議 会 

会 長  岸 正博 

事務所  群馬県教育委員会生涯学習課 

住 所  〒370-0026 前橋市大手町１－１－１ 

電 話  027-226-4661 


